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編集後記
『国際経常論集』第41号をここにお届けいたし
ます｡本号には､論文13編､研究ノート4編の
あわせて17編のご論考を掲載することができま
した｡ご案内のように､本論集は査読誌ではあ
りませんが､それ故にこそ､特定の学問領域に
限定されない､多様な内容になっているのでは
ないかと考えております｡お陰棟でこのように
大変充実した内容となりましたこと､ご論考を
お寄せ下さった先生方に､編集委員を代表して､
心より感謝申し上げます｡
本号は､2011年3月末をもって定年退職さjt
る本学部教授松岡紀雄先生と､同じく3月末で
退職される本学部教授小松幸円先生の退職記念
号として編集させて頂きました｡巻頭には､経
営学部長より両先生への譜辞を頂戴するととも
に､続いて､両先生のお写真､ご略歴､ご業績
を掲載させて頂いております｡また両先生から
は､ご多忙の中を､特別寄稿としてご論考も頂
戴いたしました｡改めてお礼申し上げます｡
私事で恐縮ですが､退職される両先生には､
着任以来大変お世話になりました｡
松岡先生には､研究室が隣ということもあり､
企業から移ってきて右も左も分からない中で､
授業の進め方､テスト問題の作 り方､卒論の進
め方､学生との接し方など､本当に色々なこと
をお教え頂きました｡お教え頂いたことの10分
の1も実行できていないのは､私の不徳の致す
ところですが､私にとって本当に心強い ｢先生｣
でした｡
また､小松先生とは､学生生活支援委員をご
一緒させて頂きました｡私自身着任して1年ぐ
らいの時期であったため､委員会で議題にあが
る各種の事項､どのような姿勢で臨めばよいか
戸惑うことが少なくありませんでした｡そのよ
うなとき､小松先生は､いつもの温和な笑顔で､
こうこうだよと､ご助言して下さり､どれほど
安心したか分かりません｡また､私が入試管理
委員を担当していた際には､推薦入試その他の
進め方につき､幾度となくご助言を賜りました｡
このように大変お世話になった両先生が退職
さjtることは､誠に惜別の感がありますo毎年
卒業式があって､多くの学生を送り出すわけで
が､それとはまた別の寂しい気持ちを感じてし
まいます｡
最後になりましたが､両先生のますますのご
健康とご活躍をお祈り申し上げたいと思います｡
本当にありがとうございました｡
(編集委員 ◎奥那弘司 一小揮幸夫)
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